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平 成 24年 8月 23ロ

政 野 惇 子 様

衆議院事務局庶務部文書課長  佐 多
=

議院行政文書開ホ通知書

平成 24年 7月 80日 付で申出のありました議院行政文書の開示について 下記のとお り
開示することとしましたので通知 します.

(ユ当) 文書課情報公開担当  電話03(3581)5097
(注)開示の実施を受ける際には 本書を持参してください。

記

1 開示する議院行政文書の名称
国会記者事務所の使用について (6頁 )

閉示申出文書は 「国会記者会と衆議院とで取りかわした国会記者会館の使用に関す
る規約または合意内容等に類するものJ

2 開示●実施方法等
〈1)実施の方法
1の文書については暗写ができま九

(2)関覧の場所
来議院事務局庶務部文書課 (情報公開窓口)

(3)開示実施の期間
平成24年 8月 24日 から9月 24日 まで (上 曰 祝日を除く。)の午前 10時
から午後 5時まで.


